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若い世代における食生活には問題点が多い。

　栄養状態や食生活状況は、ＱＯＬとの関連も深いこ

とが知られており、健康寿命の延伸に重要である。

　そこで、本研究では管理栄養士養成課程の大学生を

対象に、現在の食生活および、子どもの頃の食生活・

食育経験についての調査を行い、子どもの頃の食生活

や食育経験が、大学生の食生活にどのような影響を及

ぼしているかを検討した。

研究方法

（１）対象者

　M大学管理栄養士養成課程３年生81名を対象とし

た。2020年７月に調査を実施した。アンケート回収数

は81名（回収率100％）、有効回答者数は80名（98.8％）

であった。回答者80名のうち、男性は５名、女性は75

名であった。

目　的

　厚生労働省が行った平成30年国民健康・栄養調査に

よると、若い世代ほど、栄養バランスの取れた食事（主

食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上食

べることが「ほとんど毎日」と回答したもの）をとっ

ている割合が低い傾向にあることが報告されており、

またその割合が減少傾向にあることが報告されている

１）。さらに食品を選択する際に重視する点として「栄

養価」を選んで回答した者の割合は20代では男女とも

40％以下と低い結果であった２）。

　農林水産省により平成17年に制定された食育基本法

の中で、子どもたちに対する食育や、食生活が豊かな

人間性をはぐくみ、生きる力を身につけていくために

必要であることが示されている３）。また、農林水産省

は第３次食育推進基本計画（平成28年度～平成32年度）

により、家庭や保育所、学校、地域を中心に子どもの

頃からの食育を推進する施策を行っている２）。

　子どもの頃から食育が行われているにも関わらず、

　キーワード：食生活　食事摂取量　大学生　子ども
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を検討した。結果、子どもの頃の食生活に関する意識が現在のエネルギーおよび栄養素の摂取状況に大きく影

響することはなかった。しかしながら子どもの頃からの食育、食生活は大学生の食生活に対する意識を高める

うえで必要であることが示唆された。
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（４）倫理的配慮

　本研究は美作大学研究倫理審査委員会の承認を得て

実施した。また、対象者全員に調査の目的、内容など

についての説明を文書と口頭で行い、同意を得た者を

対象者とした。

結　果

（１）子どもの頃および現在の食生活に対する意識（図

１）

　子どもの頃と現在を比較し、「おおむね実践してい

る・実践している」の割合が増加した項目は、「食塩

の多い食品や料理を控えめにしましょう」（23.5％増

加）、「栄養成分表示を見て食品や外傷を選ぶ習慣を身

につけましょう」（54.3％増加）、「食料資源を大切に、

無駄や廃棄の少ない食生活をしましょう」（19.8％増

加）、「「食」に関する理解を深め、食生活を見直して

みましょう」（37.0％増加）であった。

　一方、子どもの頃と現在を比較し、「おおむね実践

している・実践している」の割合が低下した項目は、

「食事を楽しみましょう」（8.6％低下）、「１日の食事

のリズムから、健やかな生活リズムをつくりましょ

う」（27.2％低下）、「適度な運動とバランスのよい食

事で、適正体重の維持をはかりましょう」（34.6％低

下）、「主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを

整えましょう」（25.9％低下）、「ご飯などの穀類をしっ

かりとりましょう」（19.8％低下）、「たっぷり野菜と

毎日の果物でビタミン、ミネラル、食物繊維をとりま

しょう」（23.5％低下）、「牛乳・乳製品、緑黄色野菜、

豆類、小魚などで、カルシウムを十分にとりましょう」

（12.3％低下）、「動物、食物、魚由来の脂肪をバラン

スよくとりましょう」（13.6％低下）、「日本の食文化

や地域の産物を活かし、郷土の味を継承しましょう」

（23.5％低下）であった。

（２）子どもの頃の食育経験（図２）

　子どもの頃の食育経験についてはいずれの項目にお

いても「どちらかといえばあてはまる・あてはまる」

の割合が高い結果となった。「家では、１日三食いず

（２）調査内容

１）食生活に対する意識および食育経験に関するアン

ケート

　農林水産省による食育に関する意識調査を基に作成

した子どもの頃の食育に関する９項目の質問および、

農林水産省による食生活指針を基に作成した現在の食

生活に対する意識に関する13項目の質問と子どもの頃

の食生活に対する意識に関する13項目の質問からなる

自記式によるアンケートを行った。４段階評価により

望ましい状態の回答ほど点数が高くなるように１～４

点にスコア化した。今回の調査では子どもの頃を小学

５～６年生頃とし、回答を求めた。

２）食事調査

　 簡 易 自 記 式 食 事 歴 法 質 問 票（brief-type self-

administered diet history questionnaire：BDHQ）

を用い食事調査を行った。簡易型自記式食事歴法質問

票は、過去１か月にわたる習慣的な食品及び飲み物の

摂取状況から、エネルギーおよび栄養素摂取量を把握

することが可能な調査法である。評価については日本

人の食事摂取基準（2020年版）を参照し、摂取目標量

は、たんぱく質、脂質、炭水化物、飽和脂肪酸、食物

繊維、食塩相当量は目標量、n-6系脂肪酸、n-3脂肪酸

は目安量、ビタミンB1、B2、B6、B12、C、カルシウム

は推奨量を、エネルギーについては推定エネルギー必

要量を用いた４）。

（３）統計処理

　現在の食生活に対する意識と現在のエネルギーお

よび栄養素の摂取状況に関連する統計解析にはt検定

（Paired-samples t-test）を用いた。一方、子どもの

頃の食生活に対する意識と現在のエネルギーおよび栄

養素の摂取状況の関連、子どもの頃の食生活に対する

意識と現在の食生活に対する意識の関連、子どもの頃

の食育経験と、現在の食生活に対する意識の合計点率

の関連は、Pearsonの相関係数を用いた。有意水準は

５％未満を有意と判定した。
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（６）子どもの頃の食育経験と、現在の食生活に対す

る意識の合計点率の関連

　子どもの頃の食育経験と、現在の食生活に対する意

識の合計得点率について弱い相関がみられた（r=0.26）

（データ非掲載）。

（７）現在の食生活に対する意識と現在のエネルギー

および栄養素の摂取状況の関連（表3）

　現在の食生活に対する意識を「おおむね実践してい

る・実践している」群と「あまり実践していない・まっ

たく実践していない」群に分け、エネルギーおよびそ

れぞれの栄養素の摂取量と食意識との関連性について

検討した。

　アンケート項目「適度な運動とバランスのよい食事

で、適正体重の維持をはかりましょう」におけるエネ

ルギー、「主食、主菜、副菜を基本に、食事のバラン

スを整えましょう」における炭水化物および炭水化物

エネルギー比、「食塩の多い食品や料理を控えめにし

ましょう」における食塩相当量、「動物、植物、魚由

来の脂肪をバランスよくとりましょう」におけるｎ-3

系脂肪酸およびｎ-6系脂肪酸、飽和脂肪酸について「お

おむね実践している・実践している」群と「あまり実

践していない・まったく実践していない」群を比較し

たと頃有意な差は見られなかった。

　一方、アンケート項目「主食、主菜、副菜を基本

に、食事のバランスを整えましょう」におけるたん

ぱく質（p<0.001）およびたんぱく質エネルギー比

（p<0.001）、「脂質」（p<0.01）、脂質エネルギー比

（p<0.01）、「たっぷり野菜と毎日の果物で、ビタミン、

ミネラル、食物繊維をとりましょう」におけるビタミ

ンC（p<0.001）および食物繊維（p<0.001）、「牛乳・

乳製品、緑黄色野菜、豆類、小魚などで、カルシウム

を十分にとりましょう」におけるカルシウム（p<0.001）

では「あまり実践していない・まったく実践していな

い」群に比べ「おおむね実践している・実践している」

群で有意に摂取量が多かった。

れも決まった時間に食事をとっていた」87.7％、「家

では、家族そろって食事をとっていた」85.2％、「家

では、家族と一緒に食料品の買い物をした」88.9％、「家

では、食事の準備や後片付けを手伝った」79.0％、「家

では、「いただきます」、「ごちそうさま」のあいさつ

をしていた」87.7％、「家では、季節の食材や、季節

にあった料理が用意されていた」77.8％、「家では、

食事が楽しく心地良かった」95.1％、「家、学校、地

域などで、田植え、野菜の収穫 など、食の生産に関

する体験活動をした」93.8％、「学校で、先生から食

に関する話を聞いたり、 指導を受けた」86.4％であっ

た。

（３）現在のエネルギー、栄養素の摂取状況（表１）

　男女ともに日本人の食事摂取基準（2020年版）の摂

取目標量と比べ、男性ではビタミンB12は摂取目標量

に達していたが、エネルギー、たんぱく質、脂質、炭

水化物、カルシウム、ビタミンB1、B2、B6、C、総食

物繊維、ｎ-6系脂肪酸、ｎ-3系脂肪酸は摂取目標量に

達していなかった。また、飽和脂肪酸、食塩相当量は

摂取目標量を超えて摂取していた。

　女性では、ビタミンB12、ｎ-6系脂肪酸、ｎ-3系脂肪

酸は達していたが、エネルギー、たんぱく質、脂質、

カルシウム、ビタミンB1、B2、B6、C、総食物繊維は

達していなかった。また、食塩相当量、飽和脂肪酸は

目標量を超えて摂取していた。

（４）子どもの頃の食生活に対する意識と、現在のエ

ネルギーおよび栄養素の摂取状況の関連（表２）

　子どもの頃の食生活に対する意識の「食事を楽しみ

ましょう」と現在のエネルギー摂取量の間に弱い相関

がみられた（r=0.22）。

（５）子どもの頃の食生活に対する意識と、現在の食

生活に対する意識の関連

　子どもの頃の食生活に対する意識の合計点と現在の

食生活に対する意識の合計点について相関は見られな

かった（r=0.03）（データ非掲載）。
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図１　子どもの頃および現在の食生活に対する意識

図２　子どもの頃の食育経験
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表１．現在のエネルギー、栄養素の摂取状況

表２．子どもの頃の食生活に対する意識と、現在のエネルギーおよび栄養素の摂取状況の関連
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表３．現在の食生活に対する意識と現在のエネルギーおよび栄養素の摂取状況の関連
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考　察

　本研究において、子どもの頃の食生活に対する意識

が現在のエネルギーおよび栄養素の摂取状況に大きく

影響することは確認できなかった。しかしながら、現

在の食生活に対する意識と現在のエネルギーおよび栄

養素の摂取状況において、たんぱく質、脂質、ビタミ

ンC、食物繊維、カルシウムにおいては、「あまり実

践していない・まったく実践していない」群に比べ、

「おおむね実践している・実践している」群の摂取量

が有意に多く、これらの栄養素は意識が実際の摂取量

に影響していることが示唆された。一方、エネルギー、

食塩、脂肪酸においては有意な差は見られなかったこ

とから、エネルギー・栄養素によっては、意識してい

ても、実際には摂取できていないものもあることが示

唆された。

　また、今回の調査では子どもの頃の食育経験と、現

在の食生活に対する意識調査アンケートの合計点に弱

い相関がみられた。岡本ら５）は児童期の食生活にか

かわる“しつけ”が、大学生の食事時間や食べ物の好

き嫌い、欠食などの食習慣と栄養バランスへの配慮、

食生活の振り返りと改善意欲などの食行動の状況にお

いて良い傾向をもたらすことを示している。さらに濵

口ら６）の報告では家族からの働きかけ（家族から食

生活について気を配るように教えられている）が大学

生の食生活に対する意識を高め、１日の食事をバラン

スよく食べることを実行するなど健全な食行動に結び

つくことが示されており、子どもの頃の食育や食生活

は大学生の食生活に対する意識に影響すると考えられ

る。

　また、今回の調査では意識することで摂取量が増加

している栄養素もあったが、男女ともにエネルギー摂

取量および多くの栄養素の摂取量が摂取目標量よりも

下回っていた。自己申告による食事調査法では、過

少申告の出現頻度が高い４）ことが知られていること

から、申告誤差の可能性についても考える必要があ

る。一方、國本ら７）の報告では女子大学生の多くが

BMI18.5を理想としており、またHayashi８）らの報告

によると標準体重（BMI 18.5～24.9）の女性の52％が

痩せようとしている。さらに、厚生労働省による平成

20年国民健康・栄養調査では、20代の女性において

BMIの平均が20.7であるにもかかわらず、自分が理想

と考えるBMIは平均19.0であった９）ことから、若い

女性の痩身願望が伺える。本研究では女性が約94％を

占めており、痩身願望による過少申告が今回の結果に

影響を及ぼした可能性も考えられる。

　良好な栄養素摂取量（栄養素の過不足のない食事）

を達成することは生活習慣病の一次予防を含め、社会

生活を営むために必要な機能の維持・向上のために重

要である10）。また、先行研究において、主食・主菜・

副菜を組み合わせた食事をしている人はエネルギー、

たんぱく質、各種ビタミン・ミネラルの摂取量が日本

人の食事摂取基準に合致している割合が高い11）こと

が知られている。さらに、学童期に栄養教諭による授

業を受けた経験を持つ者は野菜類や卵類の摂取量が多

いことが報告されている12）。エネルギーおよび栄養素

の望ましい摂取量に近づけるためには、バランスの良

い食事をとることを意識するだけではなく、望ましい

摂取量を知り、実践する力を身につけること、すなわ

ち食育が重要であると考えられる。

　また本研究では、現在の食生活状況では、ほとんど

の項目において半数以上が「おおむね実践している・

実践している」と回答していた。今回の調査では管理

栄養士養成課程３年生を対象としており、食や栄養の

知識を学習しているため、意識している者が多かった

と考えられる。しかしながらエネルギー・栄養素摂取

については、平成30年国民健康栄養調査１）で報告さ

れている摂取量と比較すると、女性におけるビタミン

B12以外は、摂取量は少なかった。また、山田13）は学

科別の食事摂取量を報告しているが、他学科と比較す

ると、食に関する学科（食物栄養学科）においてエネ

ルギー・栄養素の摂取量が少なかった。これらのこと

から、栄養や食について興味を持って学習している学

生においてもエネルギーや栄養素の摂取量が少ないこ

とが示唆された。栄養と食の専門職である管理栄養士

を目指す学生において、将来、人々の健康をサポート

するためには、自らの健康に気を付けることも大切で
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の食生活に対する意識と行動の関係について」日本

家政学会誌.2010；61（1）：p.13-24

７）國本あゆみ、菊永茂司、岡崎勘造　他「大学生

男女のBMIと体型不満―シルエットを用いたボ

ディーイメージの相違―」日本健康教育学会誌

2017；25（2）：p74-84

８）Hayashi F, Takimoto H, Yoshita K, et al. 

Perceived body size and desire for thinness of 

young Japanese women: a population-based 

survey. Br J Nutr. 2006；96：1154-1162.

９）厚生労働省「平成20年国民健康・栄養調査結果報

告」（最終閲覧日2020年12月１日）https://www.

mhlw.go.jp/houdou/2009/11/dl/h1109-1b.pdf

10）厚生労働省「健康日本21（第２次）の推進に関

する参考資料（平成24年7月）」（最終閲覧日　2020

年11月23日 ）https://www.mhlw.go.jp/bunya/

kenkou/dl/kenkounippon21_02.pdf

11）黒谷佳代、中出麻紀子、瀧本秀美「主食・主菜・

副菜を組み合わせた食事と健康・栄養状態ならびに

食物・栄養素摂取状況との関連─国内文献データ

ベースに基づくシステマティックレビュー─」栄養

学雑誌.2018；76（4）：p.77-88

あるため、さらなる食育の強化が必要であると考えら

れる。

　大学生になると、アパート生活などにより自ら食生

活を管理する環境におかれている学生も多い。若松

14）らによると大学１回生から３回生にかけて食事摂

取頻度が下がることが報告されていることから、子ど

もの頃から食育を行うとともに、大学生においては入

学後、早期に食育を行うことが重要であると考えられ

る。しかしながら平成30年国民健康・栄養調査では、

栄養バランスのとれた食事をしている者の割合が、所

得別で差がみられている１）ことから、大学生におい

ても経済的な理由により、バランスの良い食事を実践

することができていないことも考えられるため、さら

なる調査を行うことが必要不可欠であると思われる。

結　論

　本研究では、管理栄養士養成課程３年生を対象に、

子どもの頃の食生活が現在の食生活にどのような影響

を及ぼしているかを検討した。その結果、子どもの頃

の食生活に関する意識が現在のエネルギーおよび栄養

素の摂取状況に大きく影響することはなかったが、子

どもの頃からの食育、食生活は大学生の食生活に対す

る意識を高めるうえで必要であることが示唆された。

　また、大学生において望ましい量のエネルギーや栄

養素を摂取するためには、子どもの頃だけではなく、

入学後、早期に食育を行うことが必要であると考えら

れる。さらに、経済状況がエネルギーおよび栄養素の

摂取状況に影響することが知られているため、経済状

況の調査も含めた検討も必要であると考えられる。
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